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巻

頭

の

首辛

小
山
昇
先
生
は
、
昭
和
五
五
年
八
月
一
日
に
満
六
三
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
、
昭
和
五
六
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
定
年
退
官
さ

れ
る
。
こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
一
同
、
先
生
に
対
す
る
深
い
敬
意
と
心
か
ら
の
感
謝
の
念
を
表
わ
す
た
め
、
本
誌
特
集
号
を
先
生
に
捧
げ
た
い

と
回
デ
フ
。

小
山
先
生
は
、
昭
和
一
七
年
九
月
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
後
、
民
事
訴
訟
法
講
座
の
助
手
と
し
て
研
究
生
活
に
入
ら
れ
、
と

く
に
兼
子
一
教
授
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
ο

昭
和
二
二
年
、
北
海
道
大
学
に
法
文
学
部
が
創
設
さ
れ
る
に
及
び
、
直
ち
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

迎
え
ら
れ
ハ
同
年
六
月
講
師
、
九
月
助
教
授
、
二
八
年
五
月
教
授
)
、
以
後
、
昭
和
二
八
年
に
お
け
る
法
学
部
の
分
離
独
立
を
経
て
、
今
日

に
至
る
ま
で
、
じ
つ
に
三
四
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
民
事
訴
訟
法
の
講
座
を
担
当
さ
れ
、
研
究
面
で
数
々
の
業
績
を
挙
げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
教
育
面
で
も
多
く
の
人
材
を
育
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
評
議
員
お
よ
び
学
部
長
(
三
六
年
四
月
よ
り
三
年
間
)
と
し
て
、
藤
井

事
件
を
は
じ
め
と
す
る
困
難
な
問
題
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
四
年
五
月
よ
り
二
年
間
、
パ
リ
大
学
都
市
日
本
館
館
長
と

し
て
日
仏
文
化
の
交
流
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
。

先
生
が
ス
タ
y

フ
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
当
時
は
、
学
部
と
は
名
ば
か
り
で
、
実
体
は
無
い
に
等
し
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
な
か
か

ら
、
学
部
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
・
教
育
態
勢
を
創
り
出
し
て
い
く
た
め
に
先
生
が
払
わ
れ
た
努
力
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
、

と
承
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
図
書
文
献
の
収
集
に
奔
走
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
な
は
な
し
で
あ
る
が
、
実
際
、
今
日
の
充
実
し
た
法
学
部
蔵

書
の
基
礎
を
築
か
れ
た
の
は
先
生
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
先
生
に
続
く
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
迎
え
入
れ
と
、
そ
の
定
着
の
た
め
に
、

住
居
の
世
話
か
ら
余
暇
利
用
の
指
導
に
至
る
ま
で
、
親
身
の
配
慮
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
語
り
ぐ
さ
と
な
っ
て
い
る
。
じ
つ
に
、
先
生
は
法
学

部
創
設
の
大
功
労
者
で
あ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
先
生
の
ご
貢
献
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
学
部
の
基
礎
固
め
が
一
段
落
し
た
昭
和
四
八

年
、
先
生
は
、
新
た
に
高
等
法
学
院
を
設
け
、
法
学
部
の
研
究
と
教
育
の
質
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
斬
新
な
構
想
を
発
表
さ
れ



た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
昭
和
四
九
年
度
か
ら
玉
二
年
度
に
わ
た
る
画
期
的
な
学
部
改
革
が
実
現
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
、
全
国
各
地
の
大
学
に
先
が
け
て
、
快
適
で
充
実
し
た
研
究
・
教
育
環
境
を
享
受
し
え
て
い
る
の
は
、
先
生

の
こ
の
ご
構
想
に
負
う
も
の
と
い
え
よ
う
。

先
生
の
学
問
上
の
ご
業
績
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
は
何
と
い
っ
て
も
新
訴
訟
物
理
論
を
編
み
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
そ
の
詳
細
と
評
価
に
つ
い
て
は
、
本
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
た
高
見
進
助
教
授
の
解
説
に
委
ね
る
他
は
な
い
が
、
民
事
訴
訟
法
学
の
発
展

に
重
要
な
貢
献
を
果
し
た
こ
の
理
論
が
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
触
発
さ
れ
つ
つ
も
、
全
く
新
た
な
視
点
か
ら
先
生
の
手
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
と

い
う
事
実
は
、
ま
こ
と
に
割
目
す
べ
き
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
業
績
を

生
み
出
さ
れ
る
も
と
に
な
っ
た
先
生
の
ご
研
究
態
度
に
あ
る
。
先
生
は
、
学
問
研
究
に
お
い
て
、
じ
つ
に
厳
し
い
態
度
で
臨
ま
れ
た
。
と
く

に
、
ご
自
身
に
対
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
近
年
に
至
り
、
い
よ
い
よ
そ
の
厳
し
さ
を
ま
し
て
こ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
先
生
は
、

ご
自
身
の
構
想
に
基
づ
い
て
実
現
さ
れ
た
学
部
改
革
の
理
念
に
、
ど
こ
ま
で
も
忠
実
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
私

は
、
と
く
に
こ
の
数
年
、
毎
日
の
図
書
館
の
入
館
者
リ
ス
ト
の
先
頭
に
先
生
の
ご
署
名
が
あ
る
の
を
拝
見
し
て
、
心
を
打
た
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
図
書
館
の
聞
く
の
を
待
っ
て
、
真
先
に
入
館
さ
れ
、
黙
々
と
資
料
を
渉
猟
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
先
生
の
ご
研
究
態
度
が
後
に
続
く
ス
タ
ッ
フ
に
及
ぼ
し
た
教
育
的
効
果
は
、
ま
こ
と
に
測
り
知
れ
な
い
。

本
特
集
号
に
は
、
三
四
名
に
の
ぼ
る
多
く
の
方
々
か
ら
ご
寄
稿
を
得
た
。
こ
れ
は
小
山
先
生
の
学
問
的
影
響
力
が
い
か
に
大
き
い
か
を
示

す
証
拠
で
あ
る
が
、
具
例
に
も
先
生
ご
自
身
が
ご
寄
稿
下
さ
っ
た
の
は
、
本
号
を
あ
り
き
た
り
の
特
集
号
で
は
な
く
、
法
学
研
究
発
展
の
里

程
標
に
し
た
い
と
い
う
強
い
ご
意
志
の
現
わ
れ
で
は
な
い
か
と
拝
察
す
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
本
号
は
上
下
二
巻
に
分
け
、
上
巻
に
は

基
礎
法
・
民
法
・
民
事
訴
訟
法
関
係
の
論
文
を
、
ま
た
下
巻
に
は
商
法
・
経
済
法
・
労
働
法
・
憲
法
・
行
政
法
・
国
際
法
・
政
治
の
論
文
を

収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

昭
和
五
六
年
三
月

北
海
道
大
学
法
学
部
長

伊

藤

大


